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象牙取引規制に関する有識者会議（第5回）
環境省自然環境局野生生物課

届出（第33条の２）
特定国際種事業者 環境省・経済産業省

改正前の届出制度

必要に応じて指示、
立入検査等

（第33条の4等） 台帳記載義務（第33条の３）

登録申請*（第33条の６）
特別国際種事業者 環境省・経済産業省

（事業登録機関※）

改正後の登録制度

 台帳記載義務（第33条の11）
 ５年毎の登録の更新制（第33条の10）
 所有する全形牙の登録義務（第33条の６）
 カットピース等の管理票作成義務（第33条の23）
 広告・販売時の登録番号等の表示義務（第33条の11）
 事業者登録簿の公開（第33条の８）

必要に応じて措置命令、
立入検査、登録取消し等

（第33条の13等）

※罰則：懲役５年又は罰金500万円若しくは併科等【個人】（第57条の２）
罰金１億円等【法人】（第65条第１号）

※罰則：罰金50万円等（第62条）

事業者を審査（第33条の６）

登録（第33条の６）

※平成30年（2018）7月より一般
財団法人自然環境研究センター

 象牙在庫把握キャンペーンの実施 平成29（2017）年8月～令和元（2019）年6月。
 全形を保持した象牙の登録審査方法の厳格化開始 令和元（2019）年7月～

個体等登録を希望する全形牙の審査は、規制適用日以前に適法に所有したという自己申告の裏付け
証明について、「第三者の証言」に加え、「第三者の証言を裏付ける補強（全形牙の放射性炭素年代
測定法による年代測定結果等の客観的に証明できる書類）」を求めることに変更。

象牙の国内市場の適正な管理の推進のため、象牙のカットピースや製品を扱う事業者は届出制から
登録制へ、種の保存法の改正（平成30（2018）年6月施行）

*登録免許税：90,000円、手数料：新規登録33,500円、更新32,500円


